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「
学
校
開
放
」
は
、
山
高
に
関
心
の
あ

る
中
学
三
年
生
を
招
い
て
、
様
々
に
山
高

を
紹
介
、
案
内
す
る
も
の
で
す
。
特
に
今

年
度
は
希
望
者
が
多
く
、
千
名
を
超
え
る

中
学
生
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

体
育
館
で
の
全
体
説
明
で
は
、
生
徒
会

役
員
が
司
会
進
行
を
担
当
、
在
校
生
モ
デ

ル
で
の
新
し
い
制
服
の
紹
介
、
吹
奏
楽
部

合
唱
部
が
歓
迎
演
奏
を
し
ま
し
た
。

千
名
を
超
え
る
中
学
生
が
山
高
を
訪
問



�

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
同
窓
会
活
動
に
格
別
の
ご
支
援

ご
厚
情
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
伊
勢
の
地
も
、
お
木
曳
き
行
事
が

無
事
終
わ
り
、
一
日
神
領
民
約
７
万
人
を

含
め
2
年
間
で
21
万
に
上
る
人
々
が
お
木

曳
き
行
事
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
第
62
回

神
宮
式
年
遷
宮
に
向
け
、
着
々
と
準
備
が

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
母
校
山
高
も
、
１
９
９
９
年
に

創
立
百
周
年
を
皆
様
と
共
に
盛
大
に
お
祝

い
し
、
早
い
も
の
で
、
来
年
・
２
０
０
９

年
に
は
創
立
百
十
年
を
迎
え
ま
す
。

時
節
柄
、
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
で
き

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
節
目
で
も
あ
り
ま

す
の
で
何
ら
か
の
行
事
を
行
う
べ
く
執
行

部
で
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
節
に
は

皆
様
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
の
活
動
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
元
旦
か
ら
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
情
報
委
員
会

の
皆
様
方
の
智
と
汗
の
結
晶
で
あ
り
ま
す
。

是
非
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
目
的
は
「
会
員
相
互
の
親
睦

と
母
校
へ
の
支
援
」
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

目
的
の
た
め
組
織
の
活
性
化
、
運
営
の
効

率
化
、
財
務
基
盤
の
確
立
等
、
山
高
同
窓

伝
統
あ
る
宇
治
山
田
高
等
学
校
に
赴
任

し
て
、
３
年
が
経
ち
ま
す
。
赴
任
以
来
、

山
高
が
伊
勢
志
摩
地
域
の
高
等
学
校
の
雄

と
し
て
、
こ
の
地
域
か
ら
益
々
の
信
頼
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
、
学
校
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

ま
ず
、
内
な
る
改
革
は
、
単
に
授
業
を

し
て
い
る
の
で
な
く
、
よ
り
良
い
授
業
を

展
開
す
る
こ
と
で
す
。
授
業
の
質
の
向
上

を
求
め
て
ま
す
。「
な
ん
と
言
っ
て
も
一

番
大
事
な
の
は
授
業
。
授
業
で
勝
負
」
と

言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
授
業

を
保
護
者
等
に
公
開
し
た
り
、
教
員
間
の

研
究
授
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

先
生
を
都
会
の
大
手
予
備
校
に
派
遣
し
、

授
業
方
法
の
研
修
を
し
て
き
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
外
向
け
の
改
革
と
し
て
は
、
20

年
度
よ
り
、「
制
服
の
制
定
」
と
「
前
期

選
抜
試
験
の
導
入
」
を
図
り
ま
し
た
。
制

服
は
、
学
校
改
革
の
一
環
と
し
て
、
山
高

生
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
も
ら
い

た
い
と
願
い
、
紳
士
、
淑
女
の
予
備
軍
と

し
て
、
他
校
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
濃
紺

の
ス
ー
ツ
に
し
ま
し
た
。
そ
の
制
作
の
コ

ン
セ
プ
ト
は
「
知
性
と
気
品
と
伝
統
」
と

し
ま
し
た
。そ
し
て
、ス
ー
ツ
の
裏
ポ
ケ
ッ

ト
の
あ
た
り
に
、
山
中
、
山
女
、
山
高
の

３
つ
の
校
章
を
張
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

一
方
、
前
期
選
抜
試
験
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
に
よ
っ
て
、
是
非
山
高
で
学
び
た
い

と
い
う
意
欲
の
高
い
生
徒
が
来
て
く
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
試
験

が「
数
学
と
英
語
」の
２
教
科
な
の
で
、数
・

英
の
得
意
な
生
徒
が
来
て
、
校
内
で
勉
学

の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
の
影
響

で
学
年
全
体
、
学
校
全
体
が
活
性
化
す
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
で

再
び
伊
勢
高
と
並
び
立
つ
よ
う
に
、
教
職

員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
の
皆

様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

生
徒
の
活
動
は
、
現
在
各
学
年
８
ク
ラ

ス
で
、
自
己
実
現
の
た
め
の
学
習
を
し
っ

か
り
し
た
上
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
も
励
ん

で
い
ま
す
。
同
窓
会
の
方
々
に
は
、
い
つ

も
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
19
年
度
は
、
野

球
部
が
ベ
ス
ト
８
、
軟
式
野
球
部
が
東
海

大
会
出
場
の
上
、
東
海
ベ
ス
ト
４
、
陸
上

部
女
子
が
全
国
大
会
出
場
、
合
唱
部
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
、写
真
部
、

書
道
部
な
ど
も
全
国
レ
ベ
ル
の
成
績
を
残

し
ま
し
た
。
３
月
の
春
分
の
日
に
は
、
伊

勢
市
観
光
文
化
会
館
で
合
唱
部
、
吹
奏
楽

部
、
写
真
部
、
書
道
部
、
美
術
部
な
ど
の

本
校
文
化
部
の
合
同
発
表
会
を
公
開
し
ま

す
。
是
非
、
後
輩
達
の
活
動
状
況
を
ご
覧

下
さ
い
。

施
設
に
関
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
武
道

場
を
昨
年
２
月
に
解
体
し
、
こ
の
６
月
か

ら
新
築
工
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

19
年
12
月
に
新
武
道
場
が
完
成
し
ま
し

山
高
同
窓
会
の
皆
様
へ

本
部
役
員

顧
問
・
校　

長	

荒
井　

順
治

顧
問
・
教　

頭	

増
田　

憲
一

顧
問
・
事
務
長	

工
藤　

好
洋

会

長	

池
田
六
太
郎　

高
19

副
会
長	

藤
原　

敏
夫　

中
49

副
会
長	

奥
村　

操
子　

昭
20

副
会
長	

田
中　

敬
八　

高
４

副
会
長	

牛
場
ま
り
子　

高
14

副
会
長	

橋
本　

久
俊　

高
17

理

事	

鈴
木　

芳
蔵　

中
35

理

事	

中
西　

衛
三　

中
36

理

事	

谷
崎　

健
治　

中
48

理

事	

北
川　

良
子　

昭
16

理

事	

中
沢　

純
子　

昭
23

理

事	

藤
原　

脩
二　

高
５

理

事	

金
児　
　

毅　

高
６

理

事	

野
田　

昌
和　

高
10

理

事	

井
村　

郁
子　

高
11

理

事	

寺
田　

直
喜　

高
14

理

事	

越
山　

初
生　

高
18

理

事	

田
岡　

貞
美　

高
19

理

事	

古
野　
　

潔　

高
20

理

事	

中
川　

正
美　

高
21

理

事	

南　
　

誠
一　

高
22

学校長
荒井 順治

ご
あ
い
さ
つ

同窓会長
池田 六太郎
（山高19期）

同
窓
会
委
員

た
。
特
に
柔
道
部
、
剣
道
部
の
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
に
は
、
寂
し
い
気
持
ち
も
お
あ
り
か

と
思
い
ま
す
が
、
新
し
く
な
っ
た
武
道
場

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
花
壇
を

つ
く
る
な
ど
環
境
面
に
も
力
を
入
れ
ま
し

た
。
今
後
、
さ
ら
に
山
高
が
飛
躍
す
る
た

め
に
、
職
員
の
先
頭
に
立
ち
、
全
力
を
挙

げ
て
頑
張
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
の
永
続
的
繁
栄
の
た
め
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
皆
様
方
、

お
一
人
お
一
人
の
協
力
金
を
含
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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理

事	

安
田　

千
代　

高
23

理

事	

羽
根　

一
幸　

高
26

理

事	

福
田　

洋
子　

高
27

理

事	

田
ケ
原
博
史　

高
28

理

事	

稲
垣　
　

真　

高
30

理

事	

鳥
羽　

真
人　

高
32

理

事	
藤
村　

喜
成　

高
36

理

事	
藤
原　

信
一　

高
37

理

事	
山
下　

智
史　

高
41

理

事	

石
川
雄
一
朗　

高
45

会

計	

上
之
郷
賢
二　

高
25

会
計
監
査	

中
村
美
代
子　

高
23

会
計
監
査	

奥
野　

幸
良　

高
30

事
務
局
長	

牧
田　
　

平　

高
21

事
務
局
次
長	

森
岡　

義
博　

高
30

事
務
局
次
長	

廣
山　

晶
彦　

高
32

幹

事	

竹
内　

幸
弘　

高
26

幹

事	

奥
山　

元
彦　

高
30

幹

事	

泉　
　

浩
之　

高
30

幹

事	

竹
内　

宣
勝　

高
30

幹

事	

小
山　

澄
人　

高
32

幹

事	

西
根　

輝
男　

高
34

幹

事	

木
村　

敬
司　

高
35

幹

事	

澤
田　

真
明　

高
35

幹

事	

中
西　

泰
徳　

高
36

幹

事	

浅
井　

裕
司　

高
38

幹

事	

永
木　

志
伸　

高
38

幹

事	

東
原　
　

清　

高
42

決 算 及 び 予 算
平成18年度決算	 平成19年度予算

支
部
役
員

東
京
支
部
支
部
長	

大
西　

章
夫　

高
９

　
　
　

事
務
局
長	

早
川　

仁
也　

高
10

円
１．第三銀行定期預金	 10,000,000
２．第三銀行定期預金	 4,000,000
３．百五銀行定期預金	 2,000,000
４．百五銀行普通預金（インターネット管理用）
	 1,519
５．百五銀行普通預金（協力金用）	 59,895
６．郵便局普通貯金	 2,021,388
７．振替口座　00870-1-23118	 900
８．振替口座　00800-2-16973	 0
９．現　金	 0
　　合　計	 18,083,702

　（内別途積立金	 16,000,000）
　（次期繰越金	 2,083,702）

　百周年別途積立金
　　（Ｈ17年度末）百五銀行定期預金	 4,000,000
　　（Ｈ18年度末）百五銀行定期預金	 4,000,000

監査報告
　平成18年度（Ｈ18.７.１〜Ｈ19.６.30）の会計につい
て監査を実施したところ、適正に処理されていること
を認めます。
　　　平成19年６月30日
　　　　　　会計監査　　中　村　美代子（高23期）
　　　　　　　　　　　　奥　野　幸　良（高30期）

財産目録

収入の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 2,183,971 2,183,971
入 会 金 3,460,000 3,460,000 10,000円×346人
預 金 利 子 8,113 10,000
雑 収 入 217,930 250,000 親睦会会費、ＣＤ売上
協 力 金 2,509,643 2,300,000 協力金、広告協賛金
別途積立金取崩額 0 0
合 計 8,379,657 8,203,971

収入の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
前期繰越金 2,183,971 2,083,702
入 会 金 3,460,000 3,160,000 10,000円×316人
預 金 利 子 8,113 10,000
雑 収 入 217,930 250,000 親睦会会費
協 力 金 2,509,643 2,300,000 協力金、広告協賛金
別途積立金取崩 0 300,000 百周年別途積立金取崩
合 計 8,379,657 8,103,702

支出の部	 （単位：円）

項　目 本年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 829,299 800,000 パーティ経費・招待者案内状
会報発行費 2,829,794 2,900,000 印刷費、発送費
入 会 式 費 262,500 270,000 風呂敷（記念品）
会 議 費 234,170 300,000 役員会、委員会食事代等
支部・同期会費 311,260 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 32,630 60,000
消 耗 費 76,512 80,000
旅 費 109,520 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 10,000 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000
インターネット管理費 70,350 50,000 通信代、利用料
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 149,920 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 2,083,702 1,103,971
合 計 8,379,657 8,203,971

支出の部	 （単位：円）

項　目 前年度決算額 予算額 備　　　　考
総 会 費 829,299 800,000 パーティ・招待者案内状
会報発行費 2,829,794 2,900,000
入 会 式 費 262,500 270,000 風呂敷（記念品）
会 議 費 234,170 300,000 会議時食事代等
支部・同期会費 311,260 500,000 支部・同期会助成
クラブ補助費 500,000 500,000 母校クラブへ
通 信 費 32,630 60,000
消 耗 費 76,512 80,000 宛名シール他
旅 費 109,520 190,000 各支部総会出席
慶 弔 費 10,000 70,000
母校後援事業費 100,000 100,000
ホール管理費 300,000 300,000 プラチナホール管理費
インターネット管理費 70,350 360,000 通信代、利用料、ホームページリニューアル
給 与 費 480,000 480,000
予 備 費 149,920 500,000 支出は会長の専決事項
次期繰越金 2,083,702 693,702
合 計 8,379,657 8,103,702

大
阪
支
部
支
部
長	

岩
本　
　

忠　

高
９

　
　
　

事
務
局
長	

印
田　

光
徳　

高
９

名
古
屋
支
部

　
　
　

支
部
長	

石
丸　

典
生　

中
47

　
　
　

事
務
局
長	

増
井　

洋
生　

高
15

北
勢
支
部
支
部
長	

大
西　

和
雄　

高
10

　
　
　

事
務
局
長	

江
崎　

隆
夫　

高
13



�

事
業
報
告
及
び
事
業
計
画

平
成
18
年
度
事
業
報
告

平
成
18
年

７
月
4
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
６
日　

情
報
委
員
会

７
月
７
日　

役
員
会

（
総
会
提
出
議
題
に
つ
い
て
）

７
月
14
日　

総
務
委
員
会

７
月
22
日　

教
育
講
演
会（
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
催
）

８
月
13
日　

総
会

８
月
29
日　

情
報
委
員
会

10
月
24
日　

会
報
委
員
会

11
月
４
日　

松
南
会
総
会

11
月
28
日　

総
務
委
員
会

12
月
14
日　

情
報
委
員
会

平
成
19
年

１
月
26
日　

正
副
会
長
会
議

１
月
30
日　

情
報
委
員
会

２
月
９
日　

会
報
委
員
会

２
月
24
日　

会
報
発
送
作
業

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式
（
卒
業
式
直

後
）

３
月
２
日　

情
報
委
員
会

３
月
10
日　

雛
祭
り
お
茶
会

３
月
22
日　

情
報
委
員
会

４
月
22
日　

名
古
屋
支
部
総
会

４
月
24
日　

情
報
委
員
会

４
月
26
日　

総
務
委
員
会

５
月
29
日　

情
報
委
員
会

６
月
10
日　

東
京
支
部
総
会

６
月
26
日　

情
報
委
員
会

平
成
19
年
度
事
業
計
画

事
務
局
だ
よ
り

19
年
３
月
末
を
も
っ
て
同
窓
会
活
動
に

尽
力
さ
れ
た
山
口
民
郎
教
頭
が
南
伊
勢
高

校
南
島
校
舎
へ
転
出
さ
れ
、
水
産
高
校
よ

り
増
田
憲
一
教
頭
を
迎
え
、
中
尾
信
一
事

務
長
が
明
野
高
校
へ
転
出
さ
れ
、
県
よ
り

工
藤
好
洋
事
務
長
を
迎
え
、
鳥
羽
高
校
よ

り
小
山
澄
人
先
生
（
英
語
、
高
32
）
を
新

し
く
幹
事
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

ま
た
、
同
窓
会
活
動
に
ご
尽
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
、
小
川
修
次
氏
（
山
中
33
）、

支
部
だ
よ
り

名
古
屋
支
部
報
告

事
務
局
長　

増
井　

洋
生

※
本
会
運
営
の
た
め
に
正
副
会
長
会
議
な

ど
を
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

※
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る
場
合
は
本
部

よ
り
出
席
し
ま
す
。

東
京
支
部
総
会
＆
懇
親
会
は
６
月
10
日

（
日
）
東
京
港
区
芝
公
園
の
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
「
マ
グ
ノ
リ
ア
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
総
勢
１
９
２
名
が
集
い
盛
会
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
的
場
事
務

局
補
佐
の
司
会
進
行
で
、
ま
ず
三
ツ
木
副

支
部
長
が
静
ま
り
か
え
っ
た
緊
張
感
が
漂

う
な
か
で
開
会
の
挨
拶
、辻
暘
三
幹
事（
６

期
）
が
本
日
の
ゲ
ス
ト
神
宮
自
然
保
護
委

員
木
村
政
生
林
学
博
士
（
６
期
）
を
紹
介
、

『
御
杣
山
と
御
用
材
』
と
題
し
て
遷
宮
と

神
宮
林
に
つ
い
て
興
味
深
く
お
話
を
さ
れ

た
。
続
い
て
総
会
に
入
り
、
大
西
支
部
長

が
挨
拶
さ
れ
た
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
池

田
同
窓
会
長
、
荒
井
学
校
長
が
挨
拶
さ
れ

た
。
早
川
事
務
局
長
の
議
長
で
議
事
に
入

り
、
事
業
報
告
、
会
計
報
告
等
が
な
さ
れ

原
案
通
り
可
決
し
た
。
懇
親
会
は
、
東
村

事
務
局
補
佐
の
司
会
進
行
で
始
ま
り
、
恩

名
古
屋
支
部
は
第
14
回
総
会
を
、
平
成

19
年
4
月
22
日
に
名
古
屋
市
中
区
の
名
古

屋
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

関
係
各
位
の
ご
協
力
の
お
陰
を
も
ち
ま

し
て
、
無
事
に
和
や
か
で
盛
大
に
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
出
席
を
賜
り

ま
し
た
恩
師
、
本
部
、
東
京
支
部
、
大
阪

支
部
、
北
勢
支
部
の
関
係
各
位
に
は
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
定
期
的
に
会
合
を
も
ち
、
第
15

回
総
会
（
平
成
21
年
４
月
開
催
予
定
）
の

準
備
に
、
事
務
局
一
同
努
力
を
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

※
愛
知
県
・
岐
阜
県
在
住
の
山
高
卒
業
生
で

お
時
間
の
あ
る
方
は
、是
非
事
務
局
の
お

手
伝
い
を
お
願
い
し
た
い
の
で
、
事
務

局
ま
で
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

師
の
西
山
、
田
川
先
生
が
そ
れ
ぞ
れ
山
高

で
の
思
い
出
を
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
る
と
爆
笑

の
連
続
。
歓
談
の
間
、
京
都
か
ら
ゲ
ス
ト

の
速
海
ち
ひ
ろ
さ
ん
（
42
期
）
の
ハ
ー
プ

演
奏
、
お
馴
染
み
と
な
っ
た
小
林
秀
雄
さ

ん
（
中
50･

高
２
期
）
と
の
ピ
ア
ノ
協
奏

が
即
興
で
夢
が
実
現
す
る
な
ど
拍
手
喝
采

と
な
っ
た
。
同
窓
の
自
慢
の
ノ
ド
披
露
と

盛
り
沢
山
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
年
代
別

記
念
撮
影
、
山
中
・
山
女
・
山
高
の
三
校

校
歌
斉
唱
、
角
谷
副
支
部
長
の
閉
会
の
辞

で
約
５
時
間
に
及
ぶ
名
残
惜
し
い
総
会
＆

懇
親
会
が
お
開
き
と
な
っ
た
。
そ
の
あ
と

は
、
恒
例
の
二
次
会
で
地
下
の
カ
ラ
オ
ケ

ル
ー
ム
に
移
動
、
世
代
を
超
え
て
時
間
の

経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う
雰
囲
気
で
し

た
。
次
回
は
、
今
年
６
月
８
日
（
日
）
午

後
12
時
30
分
〜
同
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
。

お
雛
祭
り
茶
会

平
成
20
年
３
月
８
日
（
土
）
午
前
10
時

よ
り
今
年
も
山
女
の
時
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
お
雛
さ
ん
を
前
に
、
後
輩

の
茶
道
部
員
の
お
点
前
に
よ
り
お
茶
会
を

開
催
し
ま
す
。
松
南
会
に
限
り
ま
せ
ん
の

で
是
非
と
も
皆
様
ご
参
加
下
さ
い
。

東
京
支
部
定
期
総
会
盛
大
に
開
催

事
務
局
長　

早
川　

仁
也

平
成
19
年

７
月
６
日　

正
副
会
長
会
議

７
月
11
日　

役
員
会

（
総
会
提
出
議
題
に
つ
い
て
）

７
月
20
日　

総
務
委
員
会

７
月
21
日　

教
育
講
演
会

伊
勢
市
商
工
会
議
所

８
月
12
日　

定
期
総
会

10
月
28
日　

大
阪
支
部
総
会

11
月
５
日　

松
南
会
総
会

平
成
20
年

２
月
１
日　

正
副
会
長
会
議

３
月
１
日　

同
窓
会
入
会
式
（
卒
業
式
直

後
）

３
月
１
日　

会
報
発
行
（
予
定
）

４
月　
　
　

総
務
委
員
会

６
月
８
日　

東
京
支
部
総
会

西
山
保
史
氏（
山
中
46
）、藤
波
孝
生
氏（
高

３
）
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
哀
悼
の
意

を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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大
阪
支
部
よ
り
支
部
活
動
紹
介

支
部
長　

岩
本　
　

忠

昨
秋
、
大
阪
支
部
は
隔
年
恒
例
の
支
部

総
会
（
第
14
回
）
を
２
０
０
７
年
10
月
�8

日
（
日
）
に
開
催
。
会
場
は
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ

ル
大
阪
の
1�
階
で
ち
ょ
う
ど
大
阪
城
を
真

南
か
ら
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
り
ま
し
た
。

11
時
30
分
開
会
、
池
田
同
窓
会
長
、
荒
井

学
校
長
は
じ
め
支
部
長
、
近
隣
高
校
同
窓

会
な
ど
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
の
の
ち
、
９

期
生
猪
野
純
雄
君
の
、
シ
ョ
パ
ン
な
ど
の

流
麗
な
る
ピ
ア
ノ
演
奏
を
た
の
し
み
、
参

会
し
た
50
余
名
の
み
な
さ
ん
は
、
15
時
ま

で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

前
回
に
続
き
今
回
も
、
さ
る
篤
志
家
か

ら
「
伊
勢
う
ど
ん
」
が
提
供
さ
れ
、
ふ
る
さ

と
の
味
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
30

期
代
・
40
期
代
の
若
い
顔
も
み
え
て
、
百
年

を
超
え
る
わ
れ
ら
が
同
窓
会
の
歴
史
の
脈

絡
を
嬉
し
く
か
つ
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

支
部
総
会
と
は
別
に
、
い
く
つ
か
の
期

で
は
個
々
に
、
遠
足
、
美
術
鑑
賞
、
食
事

会
を
お
楽
し
み
の
由
。
ま
た
。
11
月
10
日

（
日
）
に
は
大
阪
三
重
県
人
会
の
百
周
年

記
念
総
会
（
大
阪
都
ホ
テ
ル
）
が
あ
り
、

政
財
界
な
ど
各
界
の
お
歴
々
の
な
か
、
我

が
支
部
か
ら
も
1�
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
勢
支
部事

務
局
長　

江
崎　

隆
夫

北
勢
支
部
の
総
会
は
隔
年
開
催
で
今
年

は
そ
の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
９
回
山
高
同
窓
会
北
勢
支
部
の
総
会

と
懇
親
会
を
下
記
の
よ
う
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

松
南
会
は
恒
例
の
総
会
を
11
月
５
日

（
月
）、
神
宮
会
館
に
於
い
て
開
催
し
ま
し

た
。
出
席
者
数
が
年
々
減
少
す
る
の
は
、

新
入
会
者
の
な
い
松
南
会
と
し
て
は
止
む

得
な
い
こ
と
で
す
が
、
今
回
は
、
１
２
０

名
を
超
え
、
昨
年
よ
り
賑
や
か
に
開
催
す

松　

南　

会

湊　
　

キ 

ミ

日
時　

平
成
�0
年
11
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

場
所　

四
日
市
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル

　
　
（
℡  
０
５
９
︱
３
５
３
︱
７
７
８
８
）

毎
回
百
１
２
０
名
余
り
の
ご
参
加
を
頂

き
春
の
開
催
で
し
た
が
今
回
よ
り
秋
と
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

往
復
ハ
ガ
キ
に
よ
る
開
催
日
時
の
連
絡

と
出
欠
の
確
認
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

又
案
内
状
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お

誘
い
合
わ
せ
ご
参
加
下
さ
い
。
県
内
、
県

外
遠
方
よ
り
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
、

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
が
会
員
各
位
の
ご
理
解
を
頂
け

る
様
に
ご
支
援
・
ご
指
導
を
頂
き
、
ま
す

ま
す
隆
盛
し
皆
様
に
喜
ば
れ
る
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
共
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

り
出
席
し
て
下
さ
り
お
祝
と
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
高
齢
は
、
昭

和
９
年
卒
の
方
々
で
お
元
気
に
乾
杯
の
音

頭
を
と
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

�0
年
度
も
同
じ
よ
う
に
11
月
５
日（
火
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
変
ら
ぬ
元
気
な
姿

を
み
せ
て
下
さ
る
よ
う
念
じ
て
い
ま
す
。

通　

信　

欄

今
年
も
山
中
40
期
同
窓
会
を
９
月
30
日

二
見
浦
の
大
石
屋
旅
館
で
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

出
席
者
は
８
名
と
少
人
数
で
し
た
が
皆

ん
な
元
気
で
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
宴
席
で
は
同
級
生
で
あ
っ
た
竹

内
浩
三
の
話
や
、
山
中
時
代
の
数
々
の
思

い
出
話
し
に
花
が
咲
き
、
最
後
は
、
山
中

校
歌
を
合
唱
し
て
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

翌
朝
は
伊
勢
湾
の
美
し
い
眺
め
を
望
む
四

階
の
大
浴
場
で
、
木
の
香
に
包
ま
れ
な
が

山
中
₄0
期
同
窓
会　

小
林
繁
三
郎

連
絡
先　

０
５
８
７
︱
９
３
︱
８
８
５
５

名
古
屋
支
部
事
務
局
長　

増
井
洋
生
ま
で

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
山
女

最
後
の
在
校
生
で

あ
っ
た
方
々
が
多
数

出
席
し
て
下
さ
っ
た

こ
と
と
、
各
卒
業
年

次
の
お
世
話
役
の
方

が
熱
心
に
勧
誘
し
て

下
さ
っ
た
お
か
げ
と

大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。校

長
先
生
、
同
窓

会
長
に
は
、
例
年
通

山
中
₄₇
期	

仐
寿
の
会︵
₈0
才
記
念
︶

世
話
人　

山
本　

完
活

　

富
内　

雄
一

日　

時　

�0
年
８
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
４
時
頃

場　

所　

伊
勢
市
新
道　

和
食
処	

魚
勘

　
　
　
　

☎
０
５
９
６
︱
�4
︱
３
０
１
７

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
体
調
不
良
の

方
々
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
の
で
大
規
模

同
期
会
は
最
終
に
な
る
予
定
。

ら
ゆ
っ
た
り
と
お
湯
三
昧
を
楽
し
み
ま
し

山
中
舎
生
会	

大
台
个
原
山
へ

幹
事　

4₇
期　

栗
谷　
　

寛

4₈
期　

宇
都
宮　

好

平
成
19
年
10
月
15
日
、
大
台
町
薗
（
旧

宮
川
村
）
の
ホ
テ
ル
奥
伊
勢
フ
ォ
レ
ス
ト

ピ
ア
に
、
山
中
44
期
以
降
連
続
７
期
の
元

寄
宿
舎
生　

先
輩
後
輩
18
名
が
集
い
、
第

16
回
舎
生
会
を
開
催　

懇
親
会
は
フ
ラ
ン

ス
料
理
を
楽
し
み
乍
ら
懇
談
、
来
年
度
の

安
乗
集
合
計
画
案
を
了
承
。

翌
16
日
は
、
16
人
が
大
台
ヶ
原
山
頂
へ

バ
ス
登
山
、
杉
原
先
生
（
チ
リ
屋
さ
ん　

舎
監
長
）
が
よ
く
口
に
さ
れ
た
、
深
山
幽

谷
大
杉
谷
の
源
を
訪
ね
ま
し
た
。
３
時
間

余
り
で
大
駐
車
場
に
到
着
、
海
抜
１
６
９

支
部
長　

大
西
和
雄
（
10
期
）

副
支
部
長　

織
田
啓
子
（
11
期
）

事
務
局
長　

江
崎
隆
夫
（
13
期
）

連
絡
先
：

事
務
局
住
所
：
〒
５
１
２
︱
０
９
１
１

四
日
市
市
生
桑
町
２
０
０
７―
４
５　

江
崎
隆
夫
宅
内

電　

話
：
０
５
９―

３
３
３―

５
８
１
１

E-m
ail

：te-takao@
agate.plala.or.jp

た
。
来
年
は
米
寿
を

迎
へ
ま
す
。
お
互
い

元
気
で
再
会
す
る
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。
尚
、
当
日
の
出

席
者
は
、
市
野
・
河

井
・
小
林
繁
・
上
瀬
・

高
橋
凞
・
田
中
宏
・

中
村
卓
・
宮
本
の
各

氏
で
し
た
。
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︱
松
阪
を
愛
し
つ
づ
け
た
文
化
人
市
長
︱

梅
川
文
男
を
偲
ぶ
生
誕
百
年
記
念
展
開
催

山
女
昭
和
16
年
３
月
卒
業　

井
上　

朋
枝

山
高
10
期
卒
後
50
周
年
同
窓
会

幹
事
代
表　

野
田　

昌
和

山
高
33
期
同
窓
会
活
動
報
告

代
表
幹
事　

山
添　

茂
樹

梅
川
文
男
は
私
の
叔
父
に
あ
た
り
山
中

25
期
（
大
正
13
年
３
月
卒
業
）
で
１
９
０

６
年
（
明
治
39
年
）
松
阪
市
生
ま
れ
。
山

中
卒
業
後
、
第
一
小
、
第
二
小
の
代
用
教

員
に
な
っ
た
が
労
働
運
動
や
農
民
運
動
に

か
か
わ
り
免
職
。
戦
前
、
戦
中
、
治
安
維

持
法
違
反
で
二
度
投
獄
。
昭
和
22
年
県
議

初
当
選
。
同
32
年
、
松
阪
市
長
初
当
選
。

11
年
を
務
め
３
期
目
途
中
61
才
で
亡
く
な

る
。
昭
和
58
年
、
名
誉
市
民
の
称
号
を
受

け
る
。
詩
、
評
論
、
小
説
、
随
筆
も
多
い
。

こ
の
記
念
展
企
画
の
発
端
は
生
誕
百
年
に

合
わ
せ
て
評
伝
記
「
近
代
開
放
運
動
史
研

究
︱
梅
川
文
男
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」

を
出
版
し
た
三
重
大
学
の
尾
西
康
充
助
教

授
の
進
言
と
私
の
弟
で
あ
る
新
町
の
生
家

を
継
ぐ
写
真
家
の
梅
川
紀
彦
と
文
男
の
長

男
で
あ
る
元
松
阪
市
立
図
書
館
長
の
悠
一

郎
氏
が
所
蔵
、
保
管
し
て
い
た
遺
品
の
約

１
，
５
０
０
点
を
昨
年
の
４
月
１
日
か
ら

13
日
ま
で
松
阪
市
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
松

阪
市
教
育
委
員
会
の
後
援
で
行
っ
た
。

会
期
中
約
１
，
０
０
０
人
の
見
学
者
で

に
ぎ
あ
っ
た
。

世
話
人
代
表
に
は
生
前
、交
流
の
あ
っ
た

田
村
元
氏
（
元
衆
院
議
長
）
と
事
務
局
長
と

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
弟
の
紀
彦
が
あ
た
っ
た
。

文
男
は
映
画
監
督
の
小
津
安
二
郎
の
山

中
の
三
年
後
輩
で
あ
り
両
氏
の
接
点
を
伺

わ
せ
る
手
紙
も
展
示
し
た
。
ま
た
市
長
時

代
に
出
版
し
た
戦
没
兵
士
の
手
紙
集
「
ふ

る
さ
と
の
風
や
」
の
冒
頭
に
は
山
中
卒
業

の
「
天
性
の
詩
人
」
と
称
さ
れ
る
竹
内
浩

三
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

山
女
昭
和
19
年
卒
の
報
告

大
西　

生
惠

去
る
10
月
18
日
、
伊
勢
五
十
鈴
中
学
校

区
の
方
々
の
お
世
話
で
、
山
女
昭
和
19
年

卒
業
の
同
窓
会
が
、
鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
校
歌
の
斉
唱
も
、

村
田
さ
ん
の
踊
り
も
、
野
村
さ
ん
の
着
付

け
の
お
手
伝
い
も
、お
い
し
い
お
食
事
や
、

ホ
テ
ル
内
の
移
動
な
ど
も
、
お
つ
き
添
い

の
ご
家
族
や
出
席
者
の
助
け
合
い
で
無
事

平
成
19
年
10
月
21
日
（
日
）

鳥
羽
国
際
ホ
テ
ル

当
日
は
恩
師
の
西
山
辰
雄
先
生
を
お
迎

え
し
、
同
窓
生
１
４
５
名
（
男
83
名
女
62

名
）
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
物
故
同
窓
生
に
黙
祷
を
さ
さ
げ

冥
福
を
祈
っ
た
の
ち
懇
談
会
に
移
り
ま
し

た
。
当
初
は
容
姿
、
風
貌
の
変
わ
り
よ
う

に
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伊
勢
弁
が
飛

び
交
う
な
か
50
年
前
の
時
を
呼
び
戻
す
の

に
は
時
間
は
か
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
元
鳥
羽
高
校
教
頭
の
安
田
昇
先
生
所

有
の
ビ
デ
オ
の
上
映
で
は
、
昭
和
36
年
に

廃
線
に
な
っ
た
「
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
る

伊
勢
の
街
」
や
「
度
会
橋
付
近
の
風
景
」

等
な
つ
か
し
い
場
面
が
映
し
出
さ
れ
る
と
、

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。
最
後
に
プ
ラ
チ
ナ
校
歌

を
斉
唱
し
、
約
３
時
間
に
及
ん
だ
同
窓
会

に
惜
し
み
な
が
ら
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

翌
22
日
は
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
鳥

羽
湾
め
ぐ
り
（
参
加
者
10
名
）、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
（
28
名
）、
ゴ
ル
フ
（
21
名
）
を
行
い

ま
し
た
。
前
日
に
続
き
天
気
に
恵
ま
れ
、

和
気
藹
々
の
中
で
珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー

が
続
出
し
晩
秋
の
一
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

山
高
30
期
卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会
の
報
告

森
岡　

義
博

山
高
30
期
は
本
年
で
卒
業
30
年
に
な
る

私
た
ち
同
窓
会
は
、
昨
年
５
月
３
日
伊

勢
シ
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
同

窓
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
33
期
は
、

５
年
に
１
度
、同
窓
会
を
開
催
し
て
お
り
、

今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
の

２
回
は
、
正
月
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

“
子
供
が
受
験
で
参
加
し
難
い
”
と
の
意

見
が
多
数
あ
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に

決
め
ま
し
た
。
参
加
人
数
は
１
０
９
名
で

松
井
先
生
も
来
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
記
念
品
と
し
て
湯
飲
み
茶
碗
を

製
作
し
ま
し
た
。

な
ご
や
か
に
終
わ
り
ま

し
た
。

強
風
の
中
記
念
撮
影

に
、
高
い
段
の
上
が
怖

か
っ
た
り
、
髪
の
乱
れ

に
困
っ
た
り
も
楽
し
い

思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

恒
例
か
ら
外
れ
た
の

が
一
つ
、
次
回
当
番
の

指
名
と
決
定
で
す
。
誰

言
う
と
も
な
く
伝
わ
っ

て
い
た
“
80
ま
で
は
続

行
”
と
い
う
歳
が
つ
い

に
そ
こ
ま
で
来
た
の
で

５
米
の
日
出
ヶ
丘
頂
上
ま
で
徒
歩
で
あ
と

わ
ず
か
で
し
た
が
、
時
間
の
都
合
で
登
頂

は
断
念
し
、
昼
食
の
後
周
辺
の
苔
道
な
ど

散
策
、
紅
葉
の
始
ま
り
と
、
雄
大
な
高
原

の
一
端
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
一
行
は
満

足
し
て
下
山
し
ま
し
た
。

こ
の
大
台
ヶ
原
は
、
大
杉
谷
か
ら
登
山

す
る
と
そ
の
渓
谷
美
は
素
晴
ら
し
い
が
、

平
成
16
年
の
台
風
災
害
に
よ
っ
て
、
現
在

は
登
山
道
が
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
４
、
５

年
先
に
は
登
山
道
再
開
と
な
る
よ
う
で
そ

の
復
旧
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

す
。“
私
は
ま
だ
80
歳
や
な
い
よ
”
と
お

当
番
を
買
っ
て
出
て
下
さ
る
方
が
あ
っ
た

ら
い
い
の
に
ナ
ァ
ー
と
儚
い
望
み
の
中
で

お
し
ま
い
を
迎
え
て
、
当
日
出
席
の
51
名

は
散
会
し
ま
し
た
。

こ
と
か
ら
「
30
期
の
30
年
」
を
記
念
し
、

学
年
幹
事
の
稲
垣
真
さ
ん
が
中
心
と
な
り

30
期
の
学
生
全
体
の
同
窓
会
を
初
め
て
開

催
し
ま
し
た
。

平
成
20
年
１
月
２
日
、
会
場
に
入
り
き

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
幹
事
一
同
が
心

配
し
た
１
１
５
名
の
同
窓
生
と
４
名
の
恩

師
の
方
々
、
合
計
１
１
９
名
の
参
加
者
が

伊
勢
市
の
八
百
正
別
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。

卒
業
式
以
来
30
年
ぶ
り
に
見
る
顔
あ
り
、

毎
日
職
場
で
見
て
い
る
顔
あ
り
。
遠
く
東

京
や
山
口
県
か
ら
遥
々
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
方
々
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
と
近
況
報
告

を
行
っ
た
後
、
全
員
で
校
歌
を
歌
っ
て
夢

の
よ
う
な
４
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。

30
期
の
同
窓
会
は
世
界
の
平
和
と
共
に

歩
み
続
け
た
い
と
考
え
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

イ
ヤ
ー
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。
次
回
は

平
成
24
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

年
で
す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
下
さ
い
。
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藤
波
孝
生
君
と
の
こ
と

山
高
３
期　

山
内　

斎
助

我
が
旧
友
、
西
山
保
史
氏
を
偲
ぶ

山
中
46
期　

喜
多　
　

宏

中
心
に
着
々
と
準
備
が
な
さ
れ
、
記
念
式

典
は
１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）
11
月
20

日
（
土
曜
日
）、
三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー

ナ
で
、
盛
大
に
行
な
わ
れ
、
そ
の
後
、
次

か
ら
次
へ
と
行
事
が
行
な
わ
れ
、
講
演
・

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
・
記
念
音
楽
祭
・
記
念

Ｃ
Ｄ
・
記
念
誌
発
行
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
・
創
立
百
周
年
記

念
館
“
プ
ラ
チ
ナ
の
陽
ふ
り
そ
そ
ぐ
ホ
ー

ル
”・
四
日
市
高
・
上
野
高
と
の
交
流
の

“
祭
”・
創
立
百
周
年
同
窓
会
員
名
簿
の
発

行
・
募
金
活
動
な
ど
が
施
工
さ
れ
た
。

西
山
氏
亡
き
あ
と
、
わ
が
山
高
も
新
た

な
る
発
展
を
め
ざ
し
て
、山
中
精
神
の「
自

主
自
立
」の
精
神
と
、「
質
実
剛
健
」
の
気
風

と
、
山
女
の
「
良
妻
賢
母
」・「
気
高
き
品
性
」

を
旗
印
と
し
て
、
山
高
の
生
徒
諸
君
も
旧
両

校
の
校
風
・
精
神
を
受
け
つ
ぎ
、
ま
す
ま
す

世
に
は
ば
た
い
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

故
西
山
保
史
氏
の
偉
業
を
受
け
つ
ぎ
、

更
な
る
発
展
を
望
み
、「
山
高
こ
こ
に
あ

り
」
を
合
こ
と
ば
に
私
の
つ
た
な
い
雑
感

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

藤
波
君
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、
昭
和

20
年
４
月
、
旧
制
山
中
の
戦
災
で
焼
失
し

た
校
舎
で
、
入
学
し
た
１
年
の
同
じ
ク
ラ

ス
で
し
た
。

以
来
山
高
、
早
稲
田
大
学
、
加
え
て
山

高
野
球
部
と
誠
に
深
い
因
縁
で
し
た
。

山
中
時
代
（
今
の
皇
学
館
大
学
の
校
舎

の
頃
）
毎
年
俳
句
の
募
集
が
あ
り
、
自
分

も
何
回
か
投
句
し
ま
し
た
が
藤
波
君
は
、

薫
風
子
の
名
で
常
に
特
選
に
入
っ
て
い
た

の
が
、
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

野
球
部
時
代
、
倉
田
山
の
旧
皇
学
館
寮

で
合
宿
が
あ
り
、
食
料
難
の
時
代
、
夕
食

迄
、
腹
が
へ
っ
て
た
ま
ら
ず
藤
波
君
他
何

人
か
と
、
寮
を
抜
け
出
し
、
何
か
食
べ
る

物
を
と
古
市
の
方
を
歩
き
廻
り
ま
し
た
が
、

何
も
な
く
、
サ
ッ
カ
リ
ン
の
甘
味
の
飲
物

だ
け
口
に
入
れ
て
帰
っ
た
の
も
思
い
出
の

一
つ
で
す
。

早
稲
田
で
は
、
同
じ
商
学
部
彼
は
す
ぐ

雄
弁
会
に
入
り
活
動
を
は
じ
め
４
年
の
時

は
幹
事
長
を
つ
と
め
ま
し
た
。

当
時
早
大
野
球
部
は
、
戦
後
の
黄
金
時

代
で
、
早
慶
戦
が
す
ご
い
人
気
、
入
場
切

符
が
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
当
時
、
私
は
山

高
時
代
の
同
級
仲
間
と
代
官
山
に
下
宿
し

て
お
り
、
神
宮
球
場
迄
比
較
的
近
か
っ
た

た
め
、
藤
波
君
他
何
名
か
が
、
私
の
下
宿

に
泊
り
、
夜
の
明
け
ぬ
前
下
宿
を
出
、
神

宮
球
場
迄
歩
い
た
の
も
い
い
思
い
出
で

す
。
長
い
つ
き
合
い
の
中
、
思
い
出
は
盡

き
ま
せ
ん
が
藤
波
君
の
霊
の
安
ら
か
な
ら

ん
こ
と
を
祈
り
筆
を
お
き
ま
す
。

平
成
19
年
５
月
18
日
、訃
報
を
受
け
る
。

山
中
46
期
同
期
生
の
故
西
山
保
史
氏
の
逝

去
の
知
ら
せ
で
あ
っ
た
。（
病
名
・
膵
臓
癌
）

彼
は
周
知
の
如
く
、「
前
、
山
高
同
窓

会
長
」
と
し
て
、
母
校
、
山
高
（
旧
制
宇

治
山
田
中
学
校
・
旧
制
宇
治
山
田
高
等
女

学
校
が
前
身
）
の
た
め
に
大
い
に
活
躍
さ

れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
私
も
末
席
な
が
ら

資
料
委
員
の
一
員
と
し
て
名
を
つ
ら
ね
、

彼
の
活
躍
ぶ
り
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
。

わ
が
山
中
46
期
生
は
、
西
山
氏
を
中
心

に
毎
年
、
同
窓
会
を
開
催
、
私
も
35
年
間
、

事
務
局
を
拙
宅
に
お
き
、
会
計
係
と
し
て

今
日
に
至
っ
て
い
る
。
46
期
の
代
表
は
七

家
善
彦
氏
。
彼
も
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ

て
い
る
。

さ
て
、
西
山
氏
の
貢
献
は
多
方
面
に
わ

た
り
、
周
知
の
方
も
多
い
と
思
う
。
25
年
前

に
は
「
伊
勢
河
崎
の
歴
史
と
文
化
を
育
て
る

会
」
を
発
足
さ
せ
、
８
年
前
に
は
「
伊
勢

河
崎
・
蔵
バ
ン
ク
の
会
」
か
ら
現
在
の
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
伊
勢
ま
ち
づ
く
り
衆
」
が
（
５
年

前
に
発
足
）
へ
と
展
が
っ
た
。「
商
人
館
」

と
し
て
の
現
在
の
定
着
を
見
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
彼
の
陰
の
力
の
偉
大
さ
が
窺

わ
れ
る
。
彼
の
活
動
の
集
大
成
と
も
言
う

べ
き
遺
稿
、「
伊
勢
河
崎
・
ま
ち
づ
く
り
運

動
年
表
資
料
」の
完
成
を
見
た
の
だ
っ
た
。

１
９
７
４
年
７
月
７
日
、
七
夕
水
害
よ

り
２
０
０
３
年
７
月
27
日
の
「
川
の
駅
」

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
記
録
は
恐
ら
く
他
に
類

を
み
な
い
だ
ろ
う
。

「
山
高
創
立
百
周
年
記
念
事
業
」
で
は

同
窓
会
長
西
山
保
史
氏
・
実
行
委
員
長
小

川
修
次
氏
・
学
校
長
浅
沼
博
氏
の
諸
氏
を

小
川
修
次
様
を
偲
ん
で

名
古
屋
支
部
支
部
長　

石
丸　

典
生

小
川
さ
ん
は
と
て
も
声
の
大
き
い
方
で

し
た
。
声
の
大
き
い
人
に
悪
い
人
は
い
な

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
昔
旧
制
中
学

校
野
球
界
の
名
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

小
川
さ
ん
は
、
色
々
な
会
合
で
90
歳
を
超

え
て
も
尚
矍
鑠
と
し
て
大
声
で
挨
拶
さ
れ

る
姿
は
、
私
達
の
元
気
の
源
で
し
た
。
宇

治
山
田
中
学
校
の
大
先
輩
で
あ
り
、
同
じ

中
部
財
界
で
活
躍
し
て
い
る
小
川
さ
ん
に

は
常
に
畏
敬
の
目
を
持
っ
て
接
し
、
ご
指

導
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

小
川
さ
ん
は
30
年
ほ
ど
以
前
の
こ
と
で

す
が
、
名
古
屋
地
区
に
居
住
す
る
同
窓
生

の
結
集
を
図
る
た
め
、
数
人
の
同
士
を
集

め
こ
の
山
高
同
窓
会
名
古
屋
支
部
を
発
足

さ
せ
、
現
在
の
姿
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
功

労
者
で
あ
り
ま
す
。
宇
治
山
田
高
校
１
０

０
周
年
記
念
行
事
で
は
、
実
行
委
員
長
と

し
て
老
骨
に
鞭
打
っ
て
東
西
奔
走
の
ご
活

躍
で
、
見
事
に
そ
の
重
責
を
果
た
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
11
年
11
月
三
重
県
営
サ
ン
ア

リ
ー
ナ
に
お
け
る
１
０
０
周
年
式
典
で
の

輝
か
し
い
小
川
さ
ん
の
姿
は
今
で
も
目
に

浮
か
び
ま
す
。

名
古
屋
高
等
商
業
学
校
を
卒
業
さ
れ
、

日
本
碍
子
株
式
会
社
に
入
社
、
そ
の
後
日

本
特
殊
陶
業
に
移
ら
れ
て
、
今
で
言
う
革

新
に
革
新
を
重
ね
ら
れ
、
今
の
「
日
特
」

の
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
た
こ
と
は
、
名

古
屋
財
界
の
尊
敬
の
的
で
し
た
。
ま
た
、

小
川
さ
ん
は
単
に
財
界
の
仕
事
だ
け
で
な

く
、画
家
や
音
楽
家
の
支
援
に
も
熱
心
で
、

な
か
で
も
山
高
の
後
輩
で
、
現
在
パ
リ
ー

で
活
躍
中
の
今
村
画
伯
の
後
援
に
力
を
尽

く
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

財
界
人
と
し
て
立
派
な
業
績
を
上
げ
ら

れ
た
後
も
、
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
人

間
と
し
て
の
勤
め
で
あ
る
と
い
う
信
念
で
、

活
動
を
続
け
ら
れ
た
小
川
さ
ん
に
は
本
当

に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
何
時
お
会
い

し
て
も
小
さ
な
体
を
す
ぼ
め
る
よ
う
に
し

て
、
丁
寧
に
ご
挨
拶
さ
れ
る
謙
虚
な
振
る

舞
い
は
私
た
ち
の
鏡
で
あ
り
、
人
生
の
指

針
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
川
さ
ん
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
小
川
さ
ん
の
創
成
さ
れ
た
こ
の
宇

治
山
田
高
校
同
窓
会
名
古
屋
支
部
を
、
立

派
に
育
て
て
ゆ
く
こ
と
を
誓
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
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■
文
化
祭

１
年
生
４
ク
ラ
ス
合
同
で
、
1.₅

セ
ン
チ
四
方
の
色
紙
を
₃6
万
枚
貼

り
合
わ
せ
る
巨
大
ア
ー
ト
に
挑
戦
。

作
業
は
大
変
だ
っ
た
が
完
成
作
品

の
美
し
さ
は
感
動
も
の
で
し
た
。

High school Life 2007～2008

■
体
育
祭

■

8

昨
年
12
月
に
新
武
道
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
窓
が

大
き
く
雰
囲
気
の
明
る
い
建
物
で
す
。
柔
道
・
剣
道

両
部
員
と
も
元
気
に
練
習
し
て
い
ま
す
。
来
た
る
県

総
体
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

新武道場
堂々完成
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大
学
入
試
状
況

セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験
者
数
は
増
加
し

５
１
１
，
２
７
２
人
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
３
教
科
文
系
型
（
英
・
国
・
地
歴

公
民
）
の
受
験
生
が
増
加
し
た
た
め
で
、

国
公
立
大
学
へ
の
志
願
者
数
は
昨
年
度
に

比
べ
３
％
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
均

点
も
数
学
・
国
語
・
物
理
・
地
理
Ｂ
・
現

代
社
会
な
ど
で
平
均
点
の
ダ
ウ
ン
が
あ
り
、

受
験
生
の
安
全
志
向
（
難
関
大
学
に
出
願

し
な
い
）
が
目
立
っ
た
よ
う
で
す
。
学
部

別
に
見
て
み
ま
す
と
「
経
済
系
」
の
人
気

は
昨
年
度
と
変
わ
ら
ず
で
す
が
、
そ
れ
に

加
え
て
「
社
会
科
学
系
」
や
、
昨
年
度
ま

で
人
気
が
下
降
し
続
け
て
い
た「
工
学
系
」

に
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
方
、

「
教
育
系
」、「
医
療
系
」
は
全
国
的
に
は

減
少
の
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、

京
都
大
・
東
北
大
・
名
古
屋
大
な
ど
、
国

公
立
大
学
の
前
期
日
程
一
本
化
（
後
期
廃

止
）
の
動
き
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

本
校
の
07
年
度
入
試
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、
国
公
立
に
お
き
ま
し
て
は
合
格

者
数
は
わ
ず
か
な
が
ら
増
加
に
転
じ
ま
し

２
０
０
７
年
度
入
試
を

振
り
返
る

進
路
指
導
部

た
。
ま
た
、
私
立
大
学
で
も
一
昨
年
と
同

様
、
関
西
大
学
、
立
命
館
大
学
、
南
山
大

学
、
愛
知
大
学
、
法
政
大
学
、
東
京
理
科

大
学
を
は
じ
め
、
有
名
難
関
校
に
合
格
者

が
出
て
よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。

さ
て
、
本
年
度
入
試
で
す
が
、
推
薦
入

試
、
セ
ン
タ
ー
試
験
が
終
わ
り
、
今
が
入

試
本
番
で
す
。
本
年
度
も
国
公
立
大
学
後

期
試
験
ま
で
山
高
生
の
ね
ば
り
強
さ
を
発

揮
し
、
好
結
果
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

︵
平
成
19
年
３
月
卒
業
生
の

入
試
状
況
か
ら
︶

平成１９年３月卒業生入試状況
国立大学

北海道教育 1
電気通信 1
東京医科歯科 1
信州 1
名古屋工業 �
三重 13
大阪外国語 1
高知 1
鹿児島 1

計 ��

公立大学
公立はこだて未 1
首都大学東京 1
石川県立 1
愛知県立 1
三重県立看護 1
大阪市立 1
大阪府立 1
神戸市外国語 1
尾道 1
下関市立 1

計 10

私立大学
札幌学院 1
北海道情報 1
東京福祉 1
亜細亜 3
青山学院 �
桜美林 1
工学院 1
駒澤 �
専修 3
大東文化 �
玉川 1
中央 1
帝京 1
東海 3

私立大学
東京農業 1
東洋 4
法政 �
武蔵工業 1
明治 �
立教 1
近畿 14
関東学院 1
東海学院 1
中部学院 1
静岡理工科 1
静岡産業 �
星城 1
名古屋学芸 1
愛知 1
愛知学院 1�
愛知工業 1�
愛知淑徳 4
金城学院 1
椙山女学園 1
大同工業 1
中京 11
中部 4
名古屋外国語 8
名古屋学院 3
名古屋芸術 1
名古屋商科 4
名古屋女子 3
南山 4
名城 17
東海学園 1
豊橋創造 1
桜花学園 1
名古屋文理 1
愛知東邦 �
皇學館 50
鈴鹿医療科学 30
三重中京 1
鈴鹿国際 1

私立大学
四日市看護医療 5
長浜バイオ �
京都外国語 3
京都産業 ��
京都学園 3
京都女子 3
京都精華 1
京都造形芸術 �
京都橘 3
佛教 8
立命館 1�
龍谷 19
京都文教 �
大阪経済 �
大阪芸術 1
大阪工業 1
大阪産業 5
大阪樟蔭女子 1
大阪体育 �
大阪電気通信 3
追手門学院 �
関西 8
関西外国語 6
近畿 14
摂南 4
藍野 4
阪南 4
桃山学院 1
関西福祉科学 3
大阪総合保育 1
関西学院 3
甲南 �
神戸学院 �
兵庫 1
関西国際 1
兵庫医療 �
近大姫路 1
畿央 �
帝塚山 1

私立大学
岡山理科 �
広島国際 1
東亜 1
別府 1

計 384

国公立短期大学
秋田公立美工短 1
神奈川県立外短 1
岐阜市立女子短 1
三重短大 31
倉敷市立短大 1

計 35

私立短期大学
中日本自動車短 1
名古屋経済短大 �
藤田保健衛生短 3
名古屋女子大短 �
名古屋文化短大 1
鈴鹿短大 1
高田短大 4
三重中京大短大 3
池坊短大 1
関西外国語大短 5
神戸女子短大 1

計 �5

各種専門学校
藤田保健衛生大 1
伊勢保健衛生 1
三重県立公衆 1
三重中央医療セ 6
ユマニテク医療 1
三重看護学院 1
松阪看護 �
その他 �4

計 37
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同窓会では、将来の同窓会文庫開設のために、卒業生の方々の出版されました書物等を寄贈していただき
ますよう、機会あるごとにお願いしております。今後ともよろしくお願いいたします。

献本リスト
献 本 者 名 書　　　　　　　　　　名

増井　紀子様（山高11期） ・三重の味　千彩万彩
伊藤　　登様（山高�3期） ・夏目漱石復刻本

長谷田公子様（山高５期） ・詩歌で綴る美しいことば選集「玉の手箱」
　　earth	〜地球の未来を見つめる詩歌のメッセージ〜

内海　康子様（山高５期）
・あのひとこのひと
・内海康子詩集
・詩集　六月のカレンダー

野嶌　峯男様（山高18期）
・山中校友誌	�.3.5.8.10.11.1�
・山高誌10.11.1�
・文芸山脈

間宮　忠夫様（山中35期） ・山中校友誌7.8
河合婦美枝様（山高３期） ・歌集　珊瑚礁Ⅱ
西山　源継様（山高５期） ・ＷＩＮＧ-Ⅱ　街の小さな英語塾

中村　正巳様（山中4�期）
・「日葡辞書」に基く
　名古屋平曲とその復元
・薩摩琵琶　弾法譜
・薩摩琵琶詞華集

東村　　篤様（山高19期） ・ベトナムの風

100周年記念事業の一環として、平成10 年
に当時のインターネット委員会が同窓会のサ
イトを立ち上げました。その後、平成14 年
に１回目のリニューアルをおこない、今回、
２回目のリニューアルをおこないました。
ここに改めてご案内しますので、まだ、ご
覧いただいていない方は、この機会に一度ご
覧ください。
今回のリニューアルでは、本部・各支部の
ブログを立ち上げました（一
部予定）。各ブログにはコメ
ントを書き込んだり、トラッ
クバックを付けることもでき
ますので、ぜひご活用いただ
けたらと思います。
そもそもこのサイトは、会
員同士の交流の場として、同
期会開催の連絡、開催後の感
想や会員の近況（個人の活動
などを含む）などを交流する場として開設さ
れました。そのような情報がありましたら、

是非事務局（e-mail:info@yamako.org）までご
連絡をお願いします。
ご存じの方も多いかと思いますが、ホーム
ページから同窓会協力金・協賛企業協力金の
カード決済ができるようになっています。ク
レジットカードがあれば、金融機関に出かけ
なくても協力金の支払いができます。ぜひご
活用ください。
また、現在、同窓会ホームページ上に協賛

企業の掲載をおこなっており
ます。企業を経営（勤務）して
いらっしゃったり、お店を開
いていらっしゃる会員の皆様
方が、会社やお店のご紹介、
求人情報、同窓会員だけの特
典などさまざまな情報を発信
していただく場としてご活用
ください。年間掲載料は２万
円です。

詳細はこちらをご覧ください。
http://www.yamako.org/

ホームページ、リニューアルしました！
是非、アクセス下さい！	http://www.yamako.org/
ホームページ、リニューアルしました！
是非、アクセス下さい！	http://www.yamako.org/
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日　　時　　平成 20 年８月 10 日（日）ＡＭ 10：00 受付
会　　場　　伊勢観光文化会館（近鉄宇治山田駅前）
記念講演　　10：30 ～ 11：30
演　　　題　　「わが語学遍歴とヨーロッパ研究」
講　　　師　　岩　本　　忠（山高９期生）
講演の要旨　　専門は比較言語学。英語、独語、仏語、
ラテン語、ギリシャ語、サンスクリット語などの特徴
から個々の民族の歴史と文化および人類言語の共通性
を考究。語学から言語学、そしてヨーロッパ研究にい
たる探究の過程を顧みる。

総　　会　　11：35 ～ 12：00
懇 親 会　　12：15 ～ 15：00

山
高
の
窓
か
ら
眺
め
る

山
の
木
々
が
1�
月
半
ば
を

過
ぎ
て
も
ま
だ
冬
の
装
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
季
節

が
年
々
ず
れ
て
い
く
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
会
報
が
皆
様
方
の
お

手
元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、

各
地
で
梅
の
た
よ
り
も
聞

か
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
も
と
へ

無
事
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
、
会
報
委
員
一
同
胸

を
な
で
お
ろ
し
て
お
り
ま

す
。会

報
の
表
紙
は
、
千
名

を
超
え
る
中
学
生
の
参
加

が
あ
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
の
様
子
で
す
。

今
年
も
会
報
発
送
作
業

を
硬
式
野
球
部
員
と
吹
奏

楽
部
員
が
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
会
員
相

互
の
友
好
と
母
校
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
と
し
て
、
皆
様

方
に
喜
ん
で
頂
け
る
会
報

作
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

編	

集後	

記

※平成�0年度の招待期は山高９期・山高45期です。招待期
の方々には、今夏に招待ハガキを発送します。招待期以
外の皆さんも是非ご参加下さい。（なお、招待期以外の方
の懇親会費は3,000円となっております。）

◎講師略歴（岩本　忠氏）
昭和3�年　宇治山田高校入学（九期）
昭和45年　京都大学大学院文学研究科博士課程修了
昭和54年　英国ヨークシャー・リーズ大学英語方言研

究所客員研究員
昭和59年　西独フライブルク大学客員教授
現職：京都産業大学外国語学部教授

19年度
総会の様子

講師：濱口　智尋氏

山
高
文
化
部
発
表
会
の

お
知
ら
せ

恒
例
の
第
８
回
文
化
部
発
表
会
（
第
43
回
音

楽
発
表
会
）
が
平
成
�0
年
３
月
�0
日
（
春
分
の

日
）
に
伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
に
お
い
て
催
さ

れ
ま
す
。
合
唱
、
写
真
な
ど
全
国
レ
ベ
ル
の
文

化
部
が
一
堂
に
会
し
て
の
発
表
会
で
す
。
入
場

無
料
で
す
の
で
是
非
と
も
ご
来
場
下
さ
い
。

展　

示　

開
場
1�
：
00
〜　

終
了
15
：
00

演
奏
会　

開
場
1�
：
30
〜　

開
演
13
：
00
〜

参
加
ク
ラ
ブ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

合
唱
部
・
吹
奏
楽
部
・
放
送
部
・
写
真
部
・

美
術
部
・
書
道
部
・
茶
道
部
・
華
道
部
・
文
芸

部
・
漫
画
研
究
部

平成20年度 同窓会総会＆懇親会のお知らせ

★
森
美
佐
子
さ
ん
（
山
高
六
期
）
か
ら
伊
勢
現

代
美
術
館
に
お
い
て
展
示
さ
れ
て
い
た
作
品

の
う
ち
２
点
の
絵
画
を
母
校
に
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
の
目
に
よ
く
つ
く
と
こ

ろ
と
い
う
こ
と
で
、
１
点
は
管
理
棟
東
側
階

段
、
も
う
１
点
は
生
徒
昇
降
口
へ
掲
示
を
い

た
し
ま
し
た
。
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